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ポッドキャストの写し

LWW

Anesthesiologyポッドキャストへようこそ。編集
長のEvan Kharaschです。Anesthesiology誌の編
集者が選んだ、2023年4月号のハイライトをお届
けします。今月は、亜酸化窒素と窒素のどちらが
大手術後の呼吸器合併症のリスクを下げるかに
ついての研究、脊髄刺激が心室性不整脈や心機能
を改善するかどうかを問う研究、多い呼吸数と人
工呼吸への影響に関する研究などが掲載されてい
ます。Charles Cote博士は、「文献回顧Classic 
Paper Revisited」の中で、パルスオキシメータ
ーとその麻酔下の小児への使用に関する彼の先駆
的な研究をレビューしています。

まずは、大手術後の肺炎に関する臨床試験から始めます。呼吸器合
併症は、大手術の最も一般的かつ重大な有害転帰です。信頼性の
高い大規模な臨床試験から得られたエビデンスは十分ではありませ
ん。メルボルン医科大学のPhilip Peyton博士をはじめとする研究
者は、術後のデータ収集を行い、亜酸化窒素と窒素の投与が術後
の無気肺や肺炎の発生に影響を与えるかどうかを検討しました。多
施設共同無作為化試験であるENIGMA II試験のデータを用いたとこ
ろ、窒素と比較して、亜酸化窒素の使用は無気肺の発生率が低い
ことが判明しました。この結果は術後肺炎の発生率には差がなく、
以前の知見と矛盾していました。Cleveland Clinicのマルセロ・ガ
マ・デ・アブルー氏とダニエル・セスラー氏は、付随する論説で、
これらの知見には不確実性が多く、亜酸化窒素は無気肺にはほとん
ど効果がなく、肺炎には全く効果がないと書いています。この論文
は今月号の中で無料で読むことができます。また、この研究の著
者と論説委員による「注目著者ポッドキャスト」を聴くこともで
きます。
次は、外用抗菌剤であるクロルヘキシジンのアレルギー反応に関す
る臨床研究になります。クロルヘキシジンは、尿道用ゲル、皮膚消
毒剤、マウスウォッシュ、中心静脈カテーテルなどの製品に使用さ
れることが増えていますが、アレルギー反応については、これまで
ほとんど研究されていません。中国成都にある中国西部病院アレル
ギーセンターのハオ・シャオ 氏率いる研究者は、クロルヘキシジ
ンアレルギー検査を受けた患者の後方視的分析を実施しました。そ
の結果、クロルヘキシジンに対するアレルギー反応のほとんどは、
静脈内カニュレーションの前に使用された皮膚消毒剤に起因するこ
とが明らかになりました。著者らは、クロルヘキシジンが他のアレ
ルギー性消毒剤よりも感染を減らすことを示唆するエビデンスがほ
とんどないことから、クロルヘキシジンは控えめに使用されるべき
であることを示唆しています。また、アレルギー反応の可能性につ
いての認識を高めることも提言しています。この記事は今月号の中
で無料で読むことができます。
次の研究では、動物実験モデルを用いて心筋の虚血・再灌流を探
究しています。毎年、世界中で400万人が手術後の最初の30日間を
生き延びることができません。心臓の有害事象は最も多い死因で
す。これまでの報告で脊髄刺激療法が心室性不整脈や心機能を改善
することが分かっていますが、そのメカニズムはまだ分かってい
ません。ピッツバーグ大学のキンバリー・ハワード・クインハノ氏
らは、脊髄刺激が胸髄のγ-アミノ酪酸（GABA）を介した経路を通
じて、心筋虚血・再灌流による交感神経興奮および心室性不整脈を
抑制するという仮説を立てました。ヨークシャー豚を、対照群、虚
血・再灌流群、虚血・再灌流＋脊髄刺激群に無作為に割り付けまし
た。その結果、心筋虚血時の脊髄刺激は心筋の交感神経興奮と心室
性不整脈を抑制することが示唆されました。脊髄刺激療法中の髄腔
内GABA-AおよびGABA-B受容体遮断は、脊髄刺激による心筋保護効果
を消失させ、交感神経の興奮と不整脈を増加させました。このこと
は、心筋虚血・再灌流による交感神経興奮と心室性不整脈を軽減す
るために脊髄刺激をどのように利用できるかについて新たな知見を
提供するものです。付随する論説で、カルステン・バーテルズ氏と

アマンダ・フォックス氏は、これらの知見は「興味深い」と書いて
いますが、これらの知見を臨床にどのように適用できるかは不明で
す。この研究の著者と論説委員による「注目著者ポッドキャスト」
をお聴きになり、研究をさらに深く掘り下げてください。
次は、動物実験モデルを用いたもう一つの研究です。 これは、人
工呼吸器誘発性肺傷害を引き起こす可能性があることが知られてい
る、多い呼吸数の影響を調べるものです。重症患者では人工呼吸の
サポートが必要です。リクルートメントマニューバーは、呼吸数の
増加による肺損傷から肺を保護することができるのでしょうか？リ
オデジャネイロ連邦大学のエンリケ・ジャビエル氏らは、呼吸数の
急激な増加の前にリクルートメントマニューバーを行えば、肺の傷
害が軽減されるという仮説を立てました。ラットは麻酔され、呼吸
数を増やした調節呼吸としました。急激増加群では呼吸数を毎分70
回から130回に増加させ、漸増群では呼吸数を徐々に増加させまし
た。累積拡散性肺胞損傷スコアは、呼吸数漸増群では急激増加群の
動物に比べ低かったという結果になりました。これらの知見は、呼
吸数を徐々に増加させることで、換気誘発性肺損傷の発生を緩和で
きることを示唆しています。付随する論説で内田完治氏は、臨床応
用の可能性を秘めた「興味深い研究」であると書いています。
胸部大動脈瘤を放置すると、死に至る可能性があります。そして従
来の開胸手術やステントグラフト内挿術（TEVAR)は、虚血性脊髄損
傷を引き起こす可能性があります。TEVARによる虚血性脊髄損傷の
研究では、臨床的意義のあるマウスモデルは今まで存在しませんで
した。オハイオ州立大学のヘシャム・ケラミ氏ら研究者は、個体差
の少ない近交系マウスC57BL/6成体マウスの肋間動脈を二重結紮し
た3対のマウスとと単結紮した2対のマウスで、TEVARによる虚血性
脊髄低灌流をシミュレーションできると仮定して、研究を行いまし
た。マウスをシャム群と結紮群に分け、3組は二重結紮、2組は一重
結紮した。結紮により、肋間動脈と胸髄の血流は有意かつ瞬時に低
下しました。彼らは、このマウスモデルが再現性のある脊髄の低灌
流を引き起こすことを発見しました。この前臨床モデルは、虚血性
脊髄損傷を予防・治療するための神経保護薬の発見につながる可能
性があると、彼らは結論しています。
神経認知機能の低下は毎年何百万人もの患者に影響を及ぼしていま
すが、その正確な病因は不明です。既存のエビデンスにより、周術
期のストレス、神経炎症、既存の神経変性疾患が神経認知機能低下
の発症に関与していることが示唆されています。病態生理を有する
若年成人は神経認知障害になりやすいのでしょうか？フロリダ大学
医学部のリン・シャー・ジュ―氏らは、外傷性脳損傷、手術、セボ
フルランの影響が相互に作用して神経行動異常を誘発すると仮説を
立てました。雄ラットの手術群には外傷性脳損傷のない頭蓋切除術
を、セボフルラン群にはセボフルランのみを投与しました。その結
果、血清コルチコステロンとインターロイキンの増加が損傷ラット
で最も大きかったことを確認しました。彼らはまた、より大きな行
動の違いを示しました。同様の異常は、その雄の子ラットにも認め
られましたが、雌の子ラットには認められませんでした。著者らの
発見は、外傷性脳損傷患者における世代間の周術期神経認知障害の
動態を調査する必要性を強調するものとなりました。
そして最後に、今月の「文献回顧」Classic Papers Revisitedは、
チャールス・コートが執筆した、小児におけるパルスオキシメトリ
ーの単盲検試験についての考察です。1988年に発表されたこの研究
では、パルスオキシメトリーが麻酔下の小児における低酸素血症の
発症を早期に警告するものであると結論付けています。コートは、
この研究が医学部時代の重要な時期に行われたと振り返っていま
す。ヒアリン膜症の早産児を診たことがきっかけで、何気ない臨床
観察が始まり、自分の得意分野を見つけ、最終的には患者の安全性
を向上させることができたのです。この記事では、情熱を見出した
後、研究に費やした彼の生涯についての考えをお読みください。 
ご清聴ありがとうございました。来月は、2023年5月号のハイライ
トをお届けします。

	


